
：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
：

　
　
紬

　
　
筋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□99号□

編集／十El町市役所総務部総務課企画広報係1（電話㈹57－3111番）発行／毎月25日

雪
害
対
策
本
部
を
設
置

　
　
　
　
　
一
月
十
八
日
午
前
十
時
本
榔
賑
肱
役

　
こ
こ
二
年
間
の
平
年
並
の
積
雪
か
ら
一
転

し
て
、
今
冬
の
積
雪
は
平
年
以
上
の
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
一
月
十
八
日
午
前
十
時
に
「
雪

害
対
策
本
部
（
本
田
助
役
が
本
部
長
）
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

　
今
冬
は
、
す
で
に
死
亡
三
名
、
重
軽
傷
各

『
名
（
一
月
二
十
一
日
現
在
）
と
い
う
雪
に

関
す
る
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

状
況
に
よ
り
さ
ら
に
大
き
な
事
故
の
発
生
等

も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
ひ

と
り
ひ
と
り
の
”
雪
に
対
す
る
気
く
ば
り
”

と
、
お
互
い
の
協
力
体
制
を
お
願
い
し
ま
す
。

議輻
　　　　㈱僻

み
霧
懸
辮

　
4
、
鷺
灘
縷
難
し
て

　
　
気
嚢
縷
鐵
を

　　　　　　　　　鐘

　　　　　　　織　　　　　欝

　　韓

　灘鷺

職

　　　　　　　　　　　　　繍　　　　　　　　　構

探　騨

㈱

　
今
冬
は
降
雪
が
早
く
、
例
年
よ
り

寒
さ
が
き
び
し
い
上
に
、
昨
年
の
台

風
被
害
に
よ
る
信
濃
川
の
堤
防
復
旧

事
業
が
重
な
り
、
上
水
道
の
水
源
が

渇
水
状
態
に
な
る
と
い
う
よ
う
な
例

年
に
な
い
異
常
事
態
で
す
。

　
大
規
模
な
断
水
に
至
ら
な
い
よ
う

水
道
局
で
は
懸
命
に
努
力
を
し
て
い

ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
、

節
水
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
二
月
末
ま
で
現
在
の
約
二
十
督
程

度
を
節
水
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
高
台
な
ど
一
部
地
域
で
は
、
水
の

出
な
い
時
間
帯
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
事
前
に
ト
柔
レ
用
水
な
ど
必

水
道
局

　
か
ら

要
な
水
は
、
バ
ケ
ツ
等
で
確
保
を
！

◆
凍
結
防
止
の
た
め
の
水
道
水
の
出

し
放
し
は
し
な
い
こ
と
。

※
凍
結
防
止
の
工
夫
…
…
夜
間
に
お

手
洗
い
に
行
っ
た
と
き
に
必
ず
水
道

の
水
を
出
す
（
バ
ケ
ッ
一
杯
程
度
で

か
な
り
の
効
果
有
）
。
ヒ
ー
タ
ー
（
電

熱
線
）
や
不
凍
栓
の
取
付
等
。

◆
水
道
水
に
よ
る
消
雪
は
絶
対
に
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

◆
洗
た
く
等
に
水
を
少
な
く
す
る
工

夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
時
間
帯
は
、
お
お
む
ね
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
特
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

●
昼
…
午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
半

　
　
　
午
後
一
時
半
～
四
時
半

●
夜
…
午
後
九
時
～
翌
朝
の
六
時

　
渇
水
状
態
に
よ
り
、
水
圧
が
落
ち

る
ケ
ー
ス
が
当
然
考
え
ら
れ
ま
す
。

　　ツ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　ツ　　　　　

　ドカ雪で道路事情が悪く、ゴミ収集車　　　すでに水のでない消雪パイプも数本あ

が行けない町内は、予定通り収集ができ　　ります。それだけ消雪用水も例年と比較

ません。状況を各町内で適確に判断し、　　して多く使われています。道路上に雪が

収集ができない場合は、　　　　　　　　　ないのにもかかわらず、水を出し放しに

　①持出しステーションを設ける　　　　　している町内も見うけられます。地下水

　②自家保管をする（特に燃えないゴミ）　は、皆んなの財産です。無駄使いには、

などにきりかえ、道路条件が良くなるま　　特にご注意ください。

で爺埣朶萌妻鷺』薦1ま、各衛生組嶺屋根雪は道路に出さないように

含餐誓通じて・下記に問い合わせて■火の用心一特にガス爆発等に

・衛生施設組合（盈52－3924・57－1751）口流雪溝…転落の防止と

　　　　　　　　　　　　　　　　　下流地域の水あがりを考えること

　　　　　　　　　　　　　　　　　曝なだれ…危険箇所の監視を

2月の日曜営業
ガソリンスタンド（輪番制）

5日　山田屋商店四日町給油所

　　　村山商会十日町中央給油所

　　　十日町石油十日町第2給油所

12日　龍巳石油仙田給油所

　　　十日町石油十日町第1給油所

　　　村山商会燃料センター

19日　川西農協川西給油所

　　　村昭石油十日町給油所

　　　アイランド商会上島給油所

26日　米岡石油川西給油所

　　　新潟ケンベイ美雪町給油所

　　　十日町木工給油センター上島給油所

各種相談へ
〔交通事故相談〕　2月6日（月）

〔定例行政相談〕　2月16日（木）

〔巡回内職相談〕　2月17日（金）

　　　いずれの相談も
時間　午前10時～午後3時

会場　市役所市民相談室

　i…T
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鱗騨

雛
嚢
羅
懸
鑑
灘
善
霧
養
懸

　
　
　
　
羅

　
　
　
　
　
璃

職

　
　
　
　
　
　
　
灘
難
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
霧
　
　
櫨
　
　
髪
難

　
　
　
㎜
　
　
　
婁
　
　
　
舞
華

　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
霧

雪
の
芸
術
作
品

　
　

義
．

　
灘

灘鰹購．『

鮮
　
　
難
．

見
学
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

二
攣
雪
像
見
学
ツ
了
」
を
行
い
ま
究

　
一
　
　
　
雪
ま
つ
り
の
原
点
は
雪
の
芸
術
作

力
欝
品
展
で
す
が
、
市
街
地
忠
だ
．
た

に
ひ
ろ
が
り
、
下
条
、
江
道
、
鉢
な

ど
広
範
囲
に
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
つ
れ
て
せ
っ
か
く
で
き
た

作
品
を
全
部
見
れ
な
く
て
残
念
だ
と

い
う
声
を
聞
き
ま
す
し
、
審
査
直
前

の
一
番
良
い
状
態
の
作
品
を
み
て
み

岡
本
太
郎
氏

　
　
芸
術
と
人
生
を
語
る

演講会日
題師場時

二
月
十
二
日
（
日
）
午
前
十
時
～
十
二
時

市
民
会
館
ホ
ー
ル

岡
本
太
郎
（
画
家
）

「
芸
術
と
人
生
」

た
い
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。

　
あ
な
た
も
、
最
も
美
し
い
雪
の
芸

術
作
品
を
楽
し
め
る
見
学
ツ
ア
ー
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
二
月
十
日
（
金
）

　
　
午
後
六
時
（
集
合
）
～
十
一
時

集
合
場
所
　
ク
ロ
ス
ー
〇
十
日
町

定
員
　
二
百
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

　
い
締
切
り
ま
す
）

会
費
　
二
千
円
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
お
に

　
ぎ
り
、
と
ん
汁
、
地
酒
、
記
念
品
付
）

見
学
方
法
　
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
、
雪

の
芸
術
作
品
展
と
前
後
し
て
、
審
査

作
品
と
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場
を
見
学

申
し
込
み
　
雪
ま
つ
り
事
務
局
（
ク

ロ
ス
ー
〇
十
日
町
四
階
）
に
会
費
を
添

え
て
。

　
詳
細
は
申
し
込
み
時
に
ご
説
明
し

ま
す
。
会
費
は
返
納
し
ま
せ
ん
。

雪
上
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
参
加
者
も

　
第
四
回
雪
上
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が

二
月
十
二
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
の
競
技
方
法

は
、
午
前
十
時
半
に
、
ク
ロ
ス
ー
0
を
一

斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、
雪
ま
つ
り
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
広
場
の
位
置
を
ヒ
ン
ト

に
し
て
、
市
街
地
に
あ
る
広
場
を
め

ぐ
り
、
順
位
は
主
催
者
側
が
設
定
し

た
時
間
（
約
二
時
間
）
に
一
番
近
い

組
か
ら
順
位
を
つ
け
て
ゆ
き
ま
す
。

　
地
図
と
磁
石
を
使
っ
て
ポ
イ
ン
ト

を
廻
っ
て
い
く
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
を
簡
単
に
し
た
競
技
で
、
初
め
て

の
人
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
広
場
の
楽
し
さ
も
味
わ
え
ま

す
。
個
人
で
も
、
家
族
で
も
、
グ
ル

ー
プ
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

競
技
　
二
月
十
二
日
　
午
前
十
時
半

ス
タ
ー
ト
（
十
時
十
分
集
合
）

集
合
場
所
　
ク
ロ
ス
ー
〇
十
日
町

申
し
込
み
　
二
月
十
日
ま
で
に
雪
ま

つ
り
事
務
局
へ
（
当
日
会
場
で
も
受

付
け
ま
す
）

出
場
者
　
市
内
外
の
ど
な
た
で
も

年
齢
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

表
彰
　
一
位
～
十
五
位
。
最
年
長
、

最
年
少
賞
、
よ
う
こ
そ
賞
（
最
遠
隔

地
参
加
者
に
）

雪
ま
つ
り
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
募
集

　
　
　
　
　
～
雪
ま
つ
り
の
お
手
伝
い
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
て
く
だ
さ
い
～

年
齢
十
八
歳
～
二
十
五
歳
位
ま
で
の
女
性

仕
事
の
内
容
　
パ
レ
ー
ド
、
開
会
式
、
雪
上
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
リ
ー
な
ど
の
お
手
伝
い
を

申
込
み
二
月
四
日
ま
で
に
雪
ま
つ
り
事
務
局
へ

ダハもハちハ　　　　ぼ　　　　　　ぬちぬ　　　　　　　　ハちハ　　ぬハ　　　ぼハ　ぬち　　ちハハ　　　　　　　ハヱ　　　　ちぬち　　ハ　　の　　　　ぬちハヤ　　へ

き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま

i　　雪まつりのお問い合せは　　　i
l雪まつり事務局へ寒奪子二茎書舞秀骸、。内）i

き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
i　雪まつりの当日案内は2月8日頃、各世帯にお届けします。　l

L、＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿、』＿、＿、＿、＿鰍、＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿、』＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿、＿』＿、＿、＿、＿誘
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難

　
．
霧

雛
解

蕪群
　
　
階

　
藻
灘

蝿
　
，

鑑鯉雛
　
　
藻

　
釜醐

ゲ　●日時2月12日（日）11：3・一13：3・（収録予定）

跳：馨鱗幣購鞭羅董醍押
山・内容ペアによるカラオケ大会（男女でも、男男、女女でもよレ、）

川’●募集ラジオ・テレビで募集中・2・組ペアで締切り

自●応募先雲まつり事務局・もしくはBSN新潟放送長岡支社へ一

5三　　　　　　ガキで申込みを。

　　　●　賞　　トロフィー他豪華賞品（全員に参加賞）

●とき　2月11咄　　　出場者募集中〃

　　　　12：00～16：00　　　●ジャンル…フォーク・ロック
　　　　　　　　＾　　　　　　　　　　　（個人でも団体でも可）
●ところ　市民会館ホール　　●申込み　2月4日までに青少年ホーム

●入場料　無料です。　　　　　雪まつり音楽祭実行委員会へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（智57－8918番）

簸
　
ロ・

　
撚
赤

　
。
…

ロ
ロ
リ螂．

灘
鰻

2月11日仕）

　長野発11：14→十日町着14：16
　新潟発12：30→十日町着14：55
　十日町発19：42→越後川口着20：14

　十日町発21：03→新　潟　着23：04

　十日町発21：44→越後川口着22：12

　十日町発20：55→長　野　着23：51

　越後川口発20：31→森宮野原着22：08

　　　　　　（十日町着21：01，21：23発）

2月12日（日）

新潟発10：33→十日町着12：37
十日町発16：46→新　潟　着19：27

圏
力
7
『
四
季
の
＋
日
町
』

　
ロ
　

灘
欝

螺
灘
難

　
　
　
　
写
真
コ

　
市
観
光
協
会
で
は
、
第
五
回
カ
ラ

ー
「
四
季
の
十
日
町
」
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
を
次
の
内
容
で
実
施
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ
　
四
季
の
十
日
町
に
取
材

し
た
も
の
で
未
発
表
の
も
の

o
一
部
十
日
町
雪
ま
つ
り
当
日

（
二
月
十
～
十
二
日
）
撮
影
し
た
も
の

o
二
部
　
雪
の
十
日
町
の
行
事
、
風

俗
、
風
景
、
克
雪

〇
三
部
　
春
・
夏
・
秋
の
十
日
町
の

行
事
、
風
俗
、
風
景

■
サ
イ
ズ
　
三
十
五
ミ
リ
判
以
上
の

カ
ラ
ー
ス
ラ
イ
ド
か
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
で
キ
ャ
ビ
ネ
サ
イ
ズ
判
の
単
写
真
。

■
応
募
方
法
　
作
品
の
裏
面
か
応
募

票
に
題
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
デ
ー
タ
を
記
入
（
ス
ラ
イ
ド
は

枠
に
）
し
、
十
日
町
市
役
所
内
市
観

光
協
会
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
（
〒
九

ン
テ
ス
ト

四
八
　
千
歳
町
三
－
三
　
盈
〇
二
五

七
i
五
七
－
三
一
一
一
番
）
に
。

■
締
切
日
　
三
月
二
十
日
（
当
日
消

印
有
効
）

■
発
表
　
四
月
上
旬
に
地
元
紙
及
び

市
報
に
（
本
人
通
知
も
行
い
ま
す
。
）

■
審
査
員
　
羽
賀
康
夫
（
日
本
写
真

家
協
会
員
）

■
賞
　
●
「
四
季
の
十
日
町
」
写
真

大
賞
一
名
（
賞
状
と
十
五
万
円
相
当

の
十
日
町
の
き
も
の
、
コ
シ
ヒ
カ
リ

六
十
欝
）
●
特
選
各
部
一
名
（
賞
状

と
八
万
円
相
当
の
き
も
の
、
コ
シ
ヒ

カ
リ
三
十
鮎
）
●
入
選
各
部
十
名
●

努
力
賞
各
部
若
干
名

■
そ
の
他
　
入
賞
者
の
作
品
使
用
権

は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。
入
賞
以

外
の
作
品
は
、
返
信
用
切
手
同
封
者

に
限
り
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

雪まつり関連テレビ放送のお知らせ

●N　H　K総合テレビ「歌謡ホール」

　“トラベル演歌＝雪国編＝“

　01月31日（火》午後8：00～8：51

　0N　H　Kホールと十日町市からの

　　二元生中継

　o全国放送（十日町のヒット情報

　　北越雪譜の世界等　フィナーレ

　　は全員で十日町小唄）

○欝擁鷺総轡艦糖ピ晦鐵一ス・ワ灘隔

◎2灘欝㈱午前驚：00驚8、：粟5の零で、

　o全国放送・

●辮獲獲総舎テ膨麟関東軍揺越ネッ緋

　ワーク」の申で讐ん子．を紹介

　02月1欝㈱午後鴛25－
　O関東畢信越鱗方のみ放送

●日本テレビ系13局「十日町雪まつり」

　02月18日（土）午前9：00～9：55

　0全国放送（県内T　N　N）

勇
壮
な
”
十
日
町
の
四
大
ま
つ
り
”
を
全
国
に
紹
介

「
十
日
町
の
祭
り
」
絵
入
り
は
が
き
発
売
”

　
　
　
　
　
　
　
ー
二
月
一
日
か
ら
ー
　
十
日
町
郵
便
局
1

　
十
日
町
郵
便
局
で
は
、
十
日
町
郵

便
協
力
会
、
郵
趣
会
、
市
観
光
協
会

な
ど
の
協
力
を
得
て
、
四
季
お
り
お

り
に
く
り
広
げ
ら
れ
る
勇
壮
な
十
日

町
の
ま
つ
り
や
民
俗
行
事
を
全
国
に

紹
介
す
る
絵
入
は
が
き
「
十
日
町
の

祭
り
」
を
発
売
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
五
枚
の
官
製
は
が
き
に

十
日
町
の
四
大
ま
つ
り
を
現
代
風
に

イ
ラ
ス
ト
を
配
し
た
も
の
で
、
情
緒

豊
か
に
十
日
町
が
表
現
さ
れ
て
い
ま

す
。
寒
中
見
舞
、
お
友
達
、
知
人
へ

の
便
り
、
十
日
町
市
の
P
R
等
に
、

　　　　絵入はが毒
簿麟織欝鱒擬鐘驚念

ま
た
お
み
や
げ
と
し
て
、
ぜ
ひ
ご
利
『

用
く
だ
さ
い
。

■
発
売
日
　
二
月
一
日

■
発
売
場
所
　
十
日
町
郵
便
局

（
雪
ま
つ
り
当
日
に
、
十
高
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
ク
ロ
ス
ー
0
、
繊
労
会
館
前
。
）

■
販
売
価
格
　
五
枚
一
組
で
一
セ
ッ

　
ト
三
〇
〇
円

■
内
容
　
雪
ま
つ
り
、
き
も
の
ま
つ

り
、
夏
ま
つ
り
、
生
誕
地
ま
つ
り
、

鳥
追
い
（
表
紙
題
字
…
十
日
町
市
長

諸
里
正
典
氏
、
イ
ラ
ス
ト
…
染
織
デ

ザ
イ
ナ
ー
鈴
木
蘭
氏
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ヤ

　
　
　
　
　
　
懸
欝
　

　
　
　
　
　
　
懸
銀
襯
、
礪

　
　
　
　
．
灘
縛
曙
羅

　
　
　
・
轟
難
・
　
羅

　
　
　
．
継
　
　
ズ
　
　
　
蘇

　
　
　
　
　
　
　
　
灌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
霧
　
　
蟹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
趨
添

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
癬
賢
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
・
鐙
バ
　
　
翻
・

130kgの大熊クン

はく製となって博物館に

　～十日町猟友会が寄贈～

〔
そ
の
他
の
テ
レ
ビ
放
送
関
係
〕

●
％
窃
午
前
七
時
～
八
時
三
〇
分
日
本
テ
レ
ビ
「
ズ
ー
ム
イ
ン
朝
」

●
％
囲
午
後
六
時
～
三
〇
分
T
N
N
テ
レ
ビ
「
に
い
が
た
N
O
W
」
三
〇
分
問
の
生
中
継

●
％
ω
午
前
十
一
時
四
〇
分
～
五
十
五
分
T
N
N
テ
レ
ビ
「
サ
タ
デ
ィ
に
い
が
た
」

　昨年の11月26日、六箇ニツ屋で、

十日町猟友会（久保田俊作会長）の

手で仕留められた130kgの大熊は、

この度、同会の計らいで、はく製に

され、市博物館に寄贈されました。

　　　　　　　　　（1／20）

　

皿”『「丁
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、
ら
ご

尿糖陽性率昭和58年度

　　性別

年齢

男 女

検尿数
糖　の
でた人

％ 検尿数
糖　の
でた人

％

35～39 261 11 4．2 682 8 1．2

40～44 258 11 4．3 679 5 0．7

45～49 301 10 3．3 820 13 1．6

50～54 387 23 5．9 917 19 2．1

55～59 427 19 4．4 1，031 15 1．5

60～64 448 17 3．8 893 29 3．2

65～69 411 24 5．8 704 26 3．7

70歳以上 670 47 7．0 944 26 2．8

計 3，163 162 5．ユ 6，670 141 2．1

●2月1日～7日・成人病予防週問
十日町市では￥老人保健法の施行を踏まえて￥従来は35歳から64歳の皿圧

要注意者のみに実施していた検尿を￥58年の住民検診から全員に行いました。

　　　　　　　　　　この結果は左表のようになり￥男性は女性に比べて2倍以上の尿糖陽性率

があり．また50～54歳の男性に糖のでる人が多くなっています。尿に糖がで

たから、す・ぐ「糖尿病」とは言えませんが、食生活や生活習慣の変化で糖尿

病は増加の傾向にあります。糖尿病はほうっておくと￥からだの活動能力を

低下させ、脳卒中￥心臓病、腎臓病などの余病を併発します。

糖尿病はのり越えることのできる病気です。正しい知識で。予防と治療に

努めましよう。

「どうしてオシッコに糖がでるの？」

1

2

私癒蟻が嚢べるごぱF鑑縁、胃縫

腸懇濾靴慧れ鷲糖纏な爆ます

↓
藪液に畷収され赴糖は、勢・臓
からでる葎ンス1舞ンと購うホ灘
毫ン驚より分解謹れ鷺蓬筋肉を動

かす力と毯て働きます

3

4

惹こゐ灘．灘顯鍵翻繍馨禰馨不是

すると糖が分解惑瀧諜懸んか偽
ぞの諜諜鑑液聯繕流れ豫奮（盤
糖〉

↓
その量が験よ願漢多くなると、

ついにあふれてオシ・ソコほまで

懸できます鱗爆糖）

…糖尿病といわれたら

　
　馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
●
症
状
に
適
し
た
治
療
を
行
う

　
　
　
　
糖
尿
病
の
治
療
法
に
は
、
食
事
と
運
動
療
法
、
内

　
　
　
服
剤
療
法
、
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
、
病
状
に
合
っ
た
治
療
を
行

　
　
　
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
●
あ
き
ず
に
治
療
を
つ
づ
け
る

罰
気
雛
型
酷
護
矯
辮
鯵
算
碍

　
帆
と
、
ま
た
悪
く
な
り
ま
す
。

∂
・
定
期
的
に
検
事
つ
け
る

　
　
　
　
医
師
の
検
査
を
規
則
正
し
く
う
け
て
、
治
療
が
う

　
　
　
ま
く
い
っ
て
い
る
か
ど
う
か
確
か
め
る
こ
と
が
肝
心

　
　
　
で
す
。

rどんな人が糖尿病になりやすいの？」
①生まれつきの素質…糖尿病になりやすい体質があり、親から子へ

　　　　　　　と受けつがれてゆきます。
②発病の誘因…ぷとりすぎ、運動不足、食べすぎ、ストレス、

　　　　　　　細菌やウイルスの感染などが生まれつきの素

　　　　　　　質に加わると発病しやすいのです。

初期には症状が全くないので要注意
糖尿病は、病気が進むと下図のような症状が塾ます。そして、病

気をそのま諜放置し《灘くと、時礁億網膜疲で失明し蘇鷺、心筋橿

塞を起こして死亡する蓬墨趨お壌蒙す。

中高年に澄強《黍当に薫わ糖のはこれ塔麟禽雛癒でず．

講．毫1

　愈の　L護鱗　　餐舞　　　　　　　翻　・㈱，　鱗㈱　　 ③
る眼が建灘灘歯戴灘繋藻i灘総る構馨P鞭灘霧翻黛姦一一撚澱醗
。がつ繕饗耀麟獲構鞍膿　。麟懸P欲i嶺継
かづ懇欝懸　羅慰欝撚繕灘生耀驚纏義i叢
す　く磯・、，F叢撚懸纏撚濾纐欲為
ん
で
視
力
が
お
ち

難
膿
レ
や
神
経
痛

O
騰
懇
騨
《
蔭
ぐ
も
食

．
麟
瀧
鞭
叢
㎜
慧
い
も
の

護
難
葛
．

嚢
癒
。
．

為
嚢
．
叢
馨
儀
疲
れ

欲
が
お
ち
る
。

纐
雛
護
、
媛
が
も
な

難
諺
驚
《
、
。

毒
澱
姦
姦
　
　
　
騒

撚
麟
禰
験
．
畿
毅
降

纏
騰
の
聞
欝
陰
部
塾

懸
癒
．

撚
叢
墜
総
麟
絃
で
抜

　
燃

聾難鍵灘驚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

躍
鱒
織
翻
麟
雛

．・・…　糖尿病の早期発見のために・…．
●　　　①尿検査は糖尿病発見の第1歩です　　　　　　　3
　

●　　　②尿に糖がでたら必ず血糖検査を受けましょう　　●
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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、、糖秘病難、癒藩老．驚甘騨物は食べられない∫ご飯を食べては

鞭幡難犠蟹灘懸飲めない翼”と制限されだ塀禁嘘されるもの

縷灘鱗懸難、1膿叢がった受酵止め方をされやすいものです．

糖尿癖璽畢難禦は撰鷺潅ス⑳選義誉婁事とい貌れ糖尿病犠癒

燐磁灘鞭毒簿け謙奪《、成太病景防の難め韓．糟年以墨⑱戴

に適駕赴食事欝縦議す．

縄

）L
．ハ

c

⑦　　　
『

　
　
　
』

　
　
　
　
『

　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

難辱

あな距ほ茨i業炎懲雛難欝

　磁灘轍糠類難糞蟻瀞驚撫鎌難糠難嚢繊鯉

　　①灘魏翻覇驚灘議藻が鱒籔・

　　②嫌》擁満の縁絶講灘轍薩

　　③瀬馨飲懸時ぽ驚嚢奮を館藏麟・．

　　④お茶菓謝鋤鱒嚢叢癖雛蕪勲蟻鰹

　　⑤食事爾鋳瀾難蒙鶏叢蓬饗．鰭鷺嚢麟蓬

私
の
健
康
づ
く
り

　
私
は
昭
和
四
十
一
年
に
食
生
活
改

善
推
進
委
員
に
な
り
、
研
修
会
や
講

習
会
に
参
加
し
て
食
生
活
に
つ
い
て

勉
強
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。
特
に

成
人
病
と
食
生
活
に
つ
い
て
は
、
毎

日
の
食
事
が
い
か
に
大
切
か
と
い
う

“成人病と

　食生活”

No．5
畑麻

霜垣米子さん

　　　（主婦）

④お茶菓子ば薄鱒嚢叢癖雛鋳嚢麟蟻濯難叢『

⑤鱒鱒鰹蕪叢讐麟簿驚譲騰攣
○食蝶誰ぎピ肥纏ずぎ総な撃驚蓬、ま懸ん灘舞難

①食事のあ謹、横鷹な鑑なほ義ばな醗灘・繕蕊窺媛《しまう

②普段・か霧だ巻動距奮護毒灘驚檬、鴇鍵

　③客が多く、お茶鞭お薬畢巻嚢穫る國数難多樋

　④どんな料理にも砂糖が入らな鱒老お鱒むくない・

⑤晩酌が一合以鑑1籔畷物是ηな翻・

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
長
男
は
東
京
で
二
年
間
自
炊
生
活

を
し
ま
し
た
。
男
の
子
の
食
事
作
り

で
す
の
で
、
毎
日
好
き
な
物
ば
か
り

食
べ
る
た
め
六
ヵ
月
く
ら
い
過
ぎ
た

頃
か
ら
め
き
め
き
太
り
、
血
圧
も
あ

★、思いあ赴ることが多い人ほど気をつけましょう

が
り
、
健
康
診
査
で
は
蛋
白
も
出
て

医
師
の
指
示
を
受
け
た
と
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、
六
つ
の
基
礎
食
品

を
も
と
に
し
て
カ
ロ
リ
ー
計
算
を
し

た
成
人
病
予
防
食
の
献
立
表
を
つ
く

り
長
男
に
送
り
ま
し
た
が
、
男
の
子

の
自
炊
に
は
無
理
の
よ
う
で
し
た
。

そ
の
自
炊
生
活
も
お
わ
り
、
家
に
も

ど
っ
て
か
ら
三
年
間
く
ら
い
成
人
病

予
防
の
食
生
活
を
続
け
、
よ
う
や
く

血
圧
、
体
重
、
蛋
白
と
も
に
安
全
域

圏
内
に
入
り
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
食
品
の
数
を
多
く
使
い
、

工
夫
し
て
家
庭
の
健
康
を
守
る
よ
う

心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
つ

　
市
・
保
健
衛
生
課
で
は
、

糖
尿
病
の
検
診
を
受
け
た
方

を
対
象
に
、
食
事
指
導
を
中

心
と
し
た
講
座
を
年
一
回
（
四

日
間
）
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
　
昨
年
受
講
さ
れ
た
方
か
ら
、
体

験
記
を
よ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
糖
尿
病
教
室
を
受
講
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
M
・
Y
（
4
9
歳
）

糖尿病教室を知っていますか？

　
市
・
保
健
セ
ン
タ
ー
で

の
糖
尿
病
教
室
に
参
加
し

て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
私
は
、
五
十

七
年
に
は
じ
め
て
糖
尿
病

検
診
を
受
け
、
糖
尿
病
型

と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
病
気
を
甘
く
み
て
・

具
体
的
な
実
行
に
移
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
そ
し
て
一
年
後
、
ま
た

検
診
の
機
会
が
あ
り
、
自

分
の
病
気
の
悪
化
に
驚
き

ま
し
た
。
そ
の
後
、
糖
尿

病
教
室
に
通
う
よ
う
に
な

り
、
今
ま
で
の
食
生
活
の

か
た
よ
り
を
反
省
し
ま
し
た
。

　
保
健
婦
さ
ん
や
栄
養
士
さ
ん
た
ち

か
ら
、
食
品
構
成
や
目
安
量
を
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
て
も
ら
い
、
日
々

の
食
事
も
適
量
に
制
限
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
検
診
の

結
果
も
よ
い
方
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
糖
尿
病
教
室
に
よ
る
も

の
と
た
い
へ
ん
感
謝
し
て
い
ま
す
。

i
食
事
に
つ
い
て
の
相
談
に
、
保

健
セ
ン
タ
ー
相
談
室
の
ご
利
用
を
。

精神衛蕪狽談φ嬢麺識慧

　つぎのような悩みをお持ちの方は、お

気軽におでかけください。（代理の方でも

結構です）

●
．

ノイローゼ気味で眠れない

●仕事をしなくなり人に会うのをいやがる

●他人のことやさ細もない事が気になる

●情緒不安定で乱暴をする子供

●その他

期日／2月16日休）

時間／午後1時半～3時

会場／市保健センター

担当／中条病院　佐賀医長

　　　相談は無料、秘密は厳守されます。

問い合わせ　市・保健衛生課

　　　（智57－3111番　内線502・503）

国
保
の
保
険
証
を

取
り
か
え
ま
す

　
皆
さ
ん
が
現
在
使
っ
て
い
る
国
保

の
保
険
証
は
、
昨
年
の
四
月
一
斉
に

更
新
し
た
も
の
で
、
そ
の
有
効
期
限

は
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
と
な

っ
て
お
り
、
今
後
一
年
以
上
使
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

むじ歯のな雛濃雛歯の子
麟2癖の謹幾瑠耀診慈藁け距畢57名勤

　
し
か
し
最
近
、
保
険
証
の
文
字
が

消
え
て
し
ま
っ
た
、
見
え
に
く
く
な

っ
た
と
い
う
指
摘
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
保
険
証
を
も
う
一
度
点
検
し

て
み
て
、
見
に
く
く
な
っ
て
い
た
り
、

こ
の
ま
ま
使
っ
て
い
る
と
文
字
が
消

え
て
し
ま
い
そ
う
だ
と
い
う
も
の
が

あ
っ
た
ら
、
市
・
保
健
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
ま
で
そ
の
保
険
証
を
持
参
く
だ

さ
い
。
引
き
か
え
に
新
し
い
保
険
証

を
お
渡
し
し
ま
す
。

緩　『懇、 灘1　訴 藻護藩霜

奉灘糠磯 轟繍第＄ 撫

波形叢美・・ 漁違蟹辮 益孝

薮保霞』亮 灘条輩欝， 稔

上鑓裕美． ：態　塗　錘 磐秋

麟隣欝彦 翻鰻購婁 薯一

出田糞美 袋簿螺区 真一

太闘濠一 稀獺騰本適骸 良雄

春縫　　岳 馨　　　沢 求　、

柳　　浩幸 吉国繊谷 秀叢　．

・宮沢由起子 小　黒　沢 健灘

”「
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2月のおもなスポーツ行事予定

期日 行　事　名 会場 主管
％（日） 第13回市民スキー選手権大会 市民スキー場 教育委員会

％佳） 雪まつり聖火リレー 市　　内 地区体育協会

％（日） 雪まつりスキー大会 中条桂スキー場 スキークラブ

％㈲ 郡市中学校新人スキー大会
十日町市・堀之

内町・小出町 中体連
％（日） バ　ッ　ジ　テ　ス　ト 市民スキー場 スキークラブ

％（日）
（軟式庭球）

市民インドア軟式庭球選手権大会
市民体育館 市軟庭連

％㈲ 市内小学校スキー大会 十小周辺 小体連
％｝（火）～

　㌶休》 市民スキー実技講習会 市民スキー場 教育委員会

・雛藻筑蒙馨繕講羅灘の韓

　　　　　饗響墜．『

灘お灘灘議叢鎌馨鍼鰹馨蒙諜藝

　藩一撚讐鱒畿滋搬
　纐慧織講灘難

麟灘灘灘蘂雛繍鐵灘翻
　懲轍墜懸．拳懸灘織灘講購駿
　藁護懇嚢繊難繋．

騒

●

■体育課奮57－3111番（内326）
■市民体育館　智57－5208番

竃

第13回市民スキー選手権大会を開催／
　　　　　　　　　　　　　　■主催　市スキー協会・市体育協会・市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　■共催　十日町小中学校P　T　A連合会

　　　　　　　　　　　　　　■後援　市スキークラブ・八箇地区振興会

◆期　日

◆会　場
　（時間）

◆種　目

灘　灘 癒

　　　　　フジタ工業
丞夢繭　ジュニアサッカー教室
　　　　（主催・主管市サッカー協会・市教委）

堀仕）午後3時一5時（小．中学生）

煽（日）午前1。時一午後2時（高校生）

会場……市民体育館

i灘　籔 灘 灘

　　』　　　　　、

　　　鋤臨購
　　　　コ　　　ヤ　　イ　　」　　讐

　ダ驚
　　　　欝　、

隷
一

▲中越地区高校ジャンプ大会

十日町市民スキー場ジャンプ台にて％（幻開催されました。

・
．
謬 匪籔粥繋磯縣毒
第11回県ジュニアクロスカントリースキー記録会結果

　　　　　　　　　　（％市民スキー場上段）

◎優勝者

・小学5・6年男子5km（参加64名）…星野一夫（十日町）

・小学5・6年女子3km（〃44名）…関口満恵（吉田）

・中学1年男子5km（〃79名）………大嶋次郎（十日町）

・中学1年女子3km（〃　41名〉………池田貴子（南）

・中学2年男子10km（〃81名）………牧田義明（松代）

・中学2年女子5km（〃43名）………岩田晃子（中条）

・中学3年男子10km（〃　40名〉………中林敏彦（中条）

・中学3年女子5km（〃11名）………春日和美（吉田）

◆参加料

◆申込み

2月5日（日）

Oアルペン競技………市民スキー場（9：00～16：00）

Oノルディック競技…市民スキー場上段（9：00～15：30）

Oアルペン……小学校3年～6年各男女別

　　　　　　中学生男子・中学生女子

oノルディック（距離）

　　　　　・小学生3年男女…1km　　・小学生4年男女…2km

　　　　、・小学生5・6年男…4km　・小学生5・6年女…3km

　　　　　・中学生男…8km　　　　　・中学生女…4km

　　　　　・小学生5・6年男子リレー…3km×3名＝・9km

　　　　　・小学生5・6年女子リレー…2km×3名＝6km

1人100円（申込みの際に納入）

（1）期　日　1月30日（月）必着のこと

（2）申込先　十日町市役所・体育課・市民スキー選挙権大会係

※締切後の受付と電話での申込みは、いっさい受付いたしません。

：塑塀皐灘一撚残、9。番）（：表桝騨竈会）

◆種目…回転2本〔クラス…小学校低学年男女、同高学年男女、中学生以上女

　　子、少年組男子（中1～高3）、成年1部（S40．4．1以前生）、同2部（S33．

　　4．1以前生）、成年3部（S28．4．1以前生）、オールドパワーの部（S18。4．1

　　以前生）、ママさんの部〕

翻鶏鍬翻慧鋼濫。。円齢
　　　　　　　　　　　　　　　（申込時納入）

男璽以鐵 房契※諺　　　　　　申込、問い合わせ

2／19（日）・3／18（日）午前9時一午後3時　　瞬

ス

◆申込　2月5日ま
　でに十日町スキー

　クラブヘ
　（智57－2493番）

※市内明石町24

　本間科学内

eO②（∋◎磯②◎ロOロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　　　ゆ
　いつでもど二でもち離》と電分間すぼ一つしてみませんか。

　　》ラツクス　　　　　　　　　　おやすみ箭のからだほぐし
　、・　　一一　　　　　　まげて　　　　　雪おろしに、新年会にと、からだの
　　劾　　　’”　　　　　　　ゆする運動　　体まることが少なくなっているこの頃

　　4．＿ノ

赦賦継講
‘

＼＼

墨

弘翁　櫛

溺　’　　　　　x、1　　、

灘凄
　　＼・

薦たたき
腰たた毒

ですが・・軟の日に疲れを残すことなく

塾わやかな明日を得られるようおやす
み繭にからだを．ほぐしておきましょう。

し

講躍
　　　　◎

塑

腰
ま
わ
し
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昭
和
5
9
年

十
日
町
市
成
人
式
の

◆
日
時
　
五
月
十
三
日
㈲
　
午
前
十

　
　
　
時
～
正
午

◆
会
場
　
十
日
町
市
民
会
館
ホ
ー
ル

◆
該
当
者
　
昭
和
三
十
八
年
四
月
二

日
～
三
十
九
年
四
月
一
日
生
ま
れ
で

十
日
町
市
に
住
ん
で
い
る
人
。

　
※
名
簿
は
、
住
民
票
に
よ
り
作
成

し
、
案
内
状
は
二
月
上
旬
、
本
人
宛

に
お
送
り
し
ま
す
。

　
　
川
治
地
区
新
春
娯
楽
大
会

■
と
き
　
二
月
十
九
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
十
一
時
　
受
付

　
　
　
　
　
正
午
か
ら
開
始

■
と
こ
ろ
　
川
治
地
区
公
民
館

■
種
目
　
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀

　
※
将
棋
は
一
般
の
部
・
少
年
の
部

　
（
小
・
中
高
生
対
象
）

■
会
費
　
一
般
千
円
・
小
中
学
生
五

百
円
（
将
棋
）

■
申
込
み
　
二
月
十
六
日
ま
で
に
川

治
地
区
公
民
館
（
智
五
二
ー
二
二
二

三
番
）
へ
。

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
＊
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
1
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
　
り
　
ま
　
す

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

品
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

品
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

新
　
　
口
叩

十
四
型

相
談
で

小
刑
土
ロ
ー
タ
リ
ー

除
　
　
　
牽
ヨ
　
　
車

中
　
古

相
談
で

二
段
ベ
ノ
ド

中
　
古

〃

自
転
車
（
女
子
用
）

二
十
刊
．

〃

電
子
カ
ー
ペ
ッ
ト

〃

二
万
五
千
円

ス
キ
ー
・
ス
キ
ー
靴

　
小
学
一
二
一
年
用

中
　
古

〃

軽
　
自
　
動
　
車

ホ
ン
ダ
ラ
イ
フ
（
四
人
用
）

中
　
　
古

四
十
八
年
梨

五
万
円
位

ス
　
キ
　
i
　
靴

ラ
ン
グ
ス
キ
ー
プ
ー
ツ

二
十
三
～

二
四
・
五
㎝

二
万
円

自
　
　
　
動
　
　
　
車

　
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

五
±
年
型

十
五
万
円

成
人
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
へ

　
あ
な
た
も
“
検
察
審
査
員
”
に
選
ば
れ
ま
す

　
成
人
の
日
を
迎
え
た
皆
さ
ん
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
成
人
に
な
る

と
選
挙
権
を
得
る
と
と
も
に
、
検
察

審
査
員
に
も
選
ば
れ
ま
す
．

　
検
察
審
査
会
制
度
は
、
　
「
窃
盗
・

詐
欺
・
暴
力
・
交
通
事
故
な
ど
の
犯

罪
で
被
害
を
受
け
た
人
で
告
訴
し
て

も
不
起
訴
処
分
の
た
め
犯
人
が
処
罰

さ
れ
ず
納
得
が
ゆ
か
な
い
」
な
ど
の

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か

　
　
　
　
ー
中
島
ツ
ル
さ
ん
、
近
況
の
た
よ
り
ー

な
り
、
今
は
（
長
春
の
）
兄
さ
ん
の

所
に
お
り
ま
す
け
ど
、
正
月
に
は
、

い
っ
し
ょ
に
帰
っ
て
来
ま
す
。
ま
た

に
ぎ
や
か
な
正
月
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
寒
さ
が
ま
だ
ま
だ
き

び
し
く
な
る
事
と
思
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
の
皆
々
様
、
何
と
ぞ
お

体
に
気
を
つ
け
て
、
お
元
気
で
お
暮

レ
く
だ
さ
い
ま
せ
。
遠
い
中
国
の
空

よ
り
皆
々
様
の
お
幸
わ
せ
を
お
祈
り

い
た
τ
ま
す
。

不
満
の
あ
る
人
の
た
め
の
制
度
。

　
全
国
の
地
方
裁
判
所
と
そ
の
主
な

支
部
の
所
在
地
二
百
七
ヵ
所
に
置
か

れ
、
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
選
ば

れ
た
十
一
人
の
審
査
員
が
民
間
人
を

．
代
表
し
て
、
健
全
な
常
識
に
従
っ
て
、

検
察
官
の
不
起
訴
処
分
が
正
し
く
行

わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
審
査
す
る

こ
と
を
主
な
仕
事
と
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
が
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ

た
と
き
は
、
進
ん
で
．
こ
の
務
め
を
果

た
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
長
岡
検
察
審
査
会
事
務

局
（
盈
〇
二
五
八
ー
三
五
－
二
一
四

一
番
）
へ
。

　
博
物
館
資
料
あ
り
が
と
う

　
　
　
（
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
分
）

大
久
保
　
健
（
新
座
）

埼
玉
県
立
博
物
館

小
川
　
秀
政
（
高
田
町
4
）

　
中
国
で
戦
時
死
亡
と
さ
れ
、
そ
の

後
生
存
が
わ
か
り
、
一
昨
年
の
五
月

か
ら
十
二
月
ま
で
の
七
ヵ
月
間
、
約

三
十
七
年
ぶ
り
の
故
郷
の
生
活
に
感

激
し
、
再
び
中
国
に
戻
っ
た
人
…
。

中
島
ツ
ル
さ
ん
（
六
十
歳
）
の
近
況

に
つ
い
て
、
長
男
の
趙
玉
峰
さ
ん
（
二

十
三
歳
）
か
ら
、
こ
の
ほ
ど
市
社
会

福
祉
事
務
所
の
方
に
便
り
が
届
き
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
皆
様
と
お
別
れ
し
て
、
も
早
一
年

に
な
り
ま
し
た
ね
。
日
本
滞
在
中
は

母
の
体
の
具
合
が
わ
る
く
て
、
と
っ

て
も
お
世
話
様
に
な
り
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
と
め
い
わ
く
を
か
け
な
が
ら

中
国
に
帰
っ
て
来
て
、
手
紙
一
本
を

出
さ
な
か
っ
た
事
、
ま
た
皆
様
に
御

心
配
か
け
て
ま
こ
と
に
申
し
わ
け
ご

ざ
い
ま
せ
ぬ
。
…
…
中
略
…
…
…
中

国
に
帰
っ
て
来
て
母
の
具
合
も
よ
く

十
日
町
市
の
皆
々
様
へ

　
中
島
ツ
ル
の
子
趙
玉
峰
よ
つ
』

岡土村佐
田井山藤

文
男
（
長
岡
市
）

敬
弥
（
新
座
第
3
）

清
史
（
本
町
6
1
1
）

啓
三
（
中
条
中
町
）

大
熊
　
正
三
（
中
条
上
原
）

佐
藤
　
美
善
（
南
鐙
坂
）

樋
熊
　
清
治
（
中
条
旭
町
）

国
士
館
大
学
文
学
部

阿
部
　
竹
二
（
山
本
第
3
）

撚
皆
さ
ん
が
働
き
も
の
だ
か
ら
で
し

ょ
う
ね
。
V
」
鷺
寒
さ
は
青
森
と
は
較
べ

難
の
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
雪
の
量
に

縁
驚
か
さ
れ
ま
し
た
」
「
今
　
や
っ

《
み
た
い
こ
と
は
．
雪
ほ
壌
”
で
す
び

老
繍
か
に
も
北
国
育
ち
の
根
情
を
感

毯
慈
せ
ま
す
。

糞
鷲
仕
事
（
現
在
は
歯
科
医
院
の
助

手
見
習
い
中
）
力
終
わ
っ
て
夜
の
帰

嬢
道
が
好
き
で
す
。
青
森
の
雪
に
懐

し
さ
治
あ
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
θ

暗
く
な
っ
た
冬
の
夜
道
を
歌
を
唄
い

な
が
ら
帰
る
の
だ
そ
う
で
す
。

嚢
雪
蒙
つ
鯵
は
ま
だ
見
た
こ
と
が
な

覇
羨
い
う
隆
子
さ
ん
。
雪
ま
つ
燈
で

ほ
歴
簗
の
あ
る
上
新
困
地
区
で
覆
雪
”

の
美
紅
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
地
域
の

皆
爵
ん
に
教
え
驚
も
ら
っ
て
く
だ
さ

　
　
そ
総
雌
本
当
の
十
日
町
の
人
に

鞍
る
近
道
難
も
あ
ゆ
ま
す
。

中
里
村
史
編
さ
ん
委
員
会

服
部
　
　
隆
　
（
笹
之
沢
）

阿
部
　
銀
策
（
高
田
町
2
）

佐
藤
　
一
昭
（
南
鐙
坂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

口
，
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馨
慧
羅
櫻
灘
．
灘
羅
灘
羅

錘
憂
羅
錘
饗
鍵
懸
艶
繕
縣
溺
灘
瀧
　
灘
ゆ
・
・
灘
脚
覇
噂
●
誕
醒
盤
●
・
強
翻
撰
雛

　
今
年
、
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
み
な

さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
二
十
歳
に
な
る
と
多
く
の
権
利
が

認
め
ら
れ
、
同
時
に
自
ら
の
責
任
を

果
た
す
義
務
も
で
て
き
ま
す
。
国
民

年
金
に
加
入
す
る
の
も
そ
の
一
つ
で

す
。　

年
金
加
入
は
国
民
の
義
務

　
わ
が
国
に
は
、
国
民
年
金
を
は
じ

め
八
つ
の
公
的
年
金
制
度
が
あ
り
、

二
十
歳
以
上
の
人
は
必
ず
い
ず
れ
か

の
年
金
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
会
社
に
勤
め
て
い
る
人
は
厚
生
年

金
保
険
、
船
員
は
船
員
保
険
、
公
務

員
な
ど
は
各
種
共
済
組
合
に
そ
れ
ぞ

れ
加
入
し
、
こ
れ
ら
の
ど
の
年
金
制

度
に
も
加
入
し
て
い
な
い
二
十
歳
以

上
六
十
歳
末
満
の
人
は
、
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
職
場
で
厚
生
年
金
保
険
や
各
種
共

済
組
合
な
ど
の
年
金
制
度
に
加
入
し

て
い
な
い
人
は
、
二
十
歳
に
な
っ
た

ら
、
す
ぐ
加
入
の
手
続
き
を
し
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
昼
間
部
の
大
学
生
な

ど
は
、
希
望
す
る
と
加
入
で
き
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
職
業
が
変
っ
て
国
民
年
金
か

ら
他
の
年
金
に
加
入
し
た
場
合
は
、

将
来
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
か
ら
、
加
入

期
間
に
応
じ
て
年
金
が
受
け
ら
れ
る
、

通
算
年
金
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
豊
か
な
老
後
は
二
十
歳
か
ら

　
若
い
人
た
ち
の
な
か
に
は
、
年
金

　　　　　　　　　　　　　　　　④　　　　　　　　　　　　　講　　　　　　　　　　　知　　　　　　　　豆　　　　　　の　　　　者　　費消

〈納豆の買い方と家庭での保存法〉

　納豆は外から中身が見えないものが多いので、賞

味期限を過ぎたものを買わないようにするためには、

なるべく冷蔵状態で販売されているものを選び、製

造年月日の表示されているものは、なるべく新しい

ものを買う方がよいでしょう。

　冷蔵の場合の賞味期間は、製造日から、ひきわり

納豆は約5日、丸納豆は約20日です。

　また、家庭では、冷蔵庫を過信して長く保存しな

いようにすることが大切で、特にひきわり納豆は早

く食べる方がよいでしょう。

㊧賞味期間とは、おいしく食べられる期間であって、

　保存期間とは異なります。

と
い
っ
て
も
「
遠
い
将
来
の
こ
と
」

と
考
え
る
人
が
い
ま
す
が
、
老
後
の

生
活
設
計
は
、
二
十
歳
か
ら
真
剣
に

考
え
る
時
代
が
や
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
わ
が
国
の
平
均
寿
命
は
世
界
で
一
、

二
位
を
争
う
長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
ま
す
ま
す
長
く
な
る
老
後
の
生

活
の
安
定
に
、
年
金
は
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
す
。

　
何
ご
と
も
最
初
が
肝
心
、
あ
な
た

の
将
来
の
生
活
設
計
を
よ
り
豊
か
な

も
の
に
す
る
た
め
、
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
・
市
民
生
活
課
年

金
係
（
智
五
七
ー
三
一
一
一
番
、
内

線
一
四
二
二
四
三
）
に
相
談
を
。

五
＋
九
年
四
月
保
育
所
入
所
追
加
受
付

　
四
月
に
保
育
所
に
入
所
を
希
望
す

る
児
童
の
受
付
を
、
昨
年
十
一
月
に

締
切
り
ま
し
た
が
、
左
記
の
保
育
園

に
つ
い
て
は
三
歳
未
満
児
を
中
心
に

（
三
歳
以
上
児
も
可
）
追
加
受
付
け

を
し
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
、
市
社

会
福
祉
事
務
所
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
　
一
月
二
十
五
日
㈱
～

二
月
二
十
九
日
㈱

●
対
象
保
育
園
・
十
日
町
幼
児
園
・

北
越
保
育
園
・
四
日
町
保
育
園
・
山

一
響
難
纏
撚
鑛
灘
懲
鑛
　
…

…
5
日
山
口
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）
皿

…
　
　
　
8
5
5
1
2
0
0
3
番
…

…
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）
…

㎜
　
　
　
盈
6
3
－
2
1
1
1
番
…

…
11
日
　
至
誠
堂
医
院
（
西
浦
町
東
）
　
㎜

…
（
建
国
記
念
日
）
費
5
2
1
3
2
7
6
番
㎜

…
12
日
池
田
医
院
（
本
町
西
一
）
　
…

…
　
　
　
智
5
2
1
2
5
8
1
番
㎜

…
　
　
津
南
痛
院
（
津
南
町
大
割
野
）
…

皿
　
　
　
　
奮
6
5
－
3
1
6
1
番
…

…
1
9
日
山
口
医
院
（
袋
町
中
）
　
…

…
　
　
　
盈
5
2
1
2
1
7
4
番
…

…
2
6
日
富
田
医
院
（
神
明
町
）
　
一

…
　
　
　
　
8
5
2
1
3
2
6
9
番
㎜

本
愛
泉
保
育
園
・
森
の
保
育
園
．
い

ず
み
保
育
園

　
申
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
、
市
社

会
福
祉
事
務
所
福
祉
係
（
智
五
七
ー

三
一
一
一
番
内
線
一
三
五
）
へ
。

危
険
物
取
扱
者

　
　
　
講
習
会
を
開
催

　
五
十
八
年
度
第
二
回
危
険
物
取
扱

者
保
安
講
習
会
が
つ
ぎ
の
要
項
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

●
講
習
対
象
者
　
甲
種
、
乙
種
及
び

丙
種
危
険
物
の
免
状
を
受
け
て
い
る

人
で
、
製
造
所
な
ど
で
危
険
物
の
取

扱
い
作
業
に
従
事
し
て
い
る
人

●
場
所
　
小
千
谷
市
、
長
岡
市
ほ
か

七
会
場
（
会
場
に
よ
っ
て
講
習
日
が

ち
が
い
ま
す
）

●
受
講
申
請
受
付
期
限
　
二
月
六
日

㈲
ま
で
（
各
会
場
と
も
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
）

●
受
講
手
数
料
　
千
六
百
円
（
県
収

入
証
紙
で
納
入
）

●
講
習
用
教
材
（
講
習
会
場
で
販
売
）

　
会
員
…
千
円
　
非
会
員
…
二
千
円

　
受
講
申
請
用
紙
及
び
問
い
合
わ
せ

は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課

　
（
奮
五
七
－
一
五
五
五
番
）
ま
で

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

3
歳
児
健
診

2
月
8
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
；

！

55

年
8
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
健
　
診

2
月
17
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

57

年
8
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
健

診
並
び
に

育
児
学
級

2
月
15
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
3
0
分

58
年
10
月

生
れ
の
児

10

ヵ
月
児

身
体
測
定

2
月
2
0
日

　
（
月
）

午
後
1
時

～
3
時

58

年
4
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
方
）

お
願
い
諭
籍
錆
塑
篠
鶏
縄
霧
嘱
科
検
診
が
あ
り
ま
す
か
ら

※
雪
の
た
め
受
診
が
困
難
な
方
は
、
次
回
の
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

寄
付
あ
り
が
と
う

●
交
通
遺
児
等
援
助
基
金
へ

　
▼
関
口
潔
（
関
口
樋
口
町
）
十
二

万
六
千
円
（
五
十
八
年
度
寄
付
金
の
合

計
二
百
六
十
三
万
三
千
三
百
四
十
二

円
）
▼
十
日
町
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
代

表
者
関
口
義
男
）
五
万
円
（
五
十
八

年
度
各
種
イ
ベ
ン
ト
益
金
）

●
十
日
町
市
消
防
団
へ
　
▼
矢
口
功

（
稲
荷
町
一
）
五
万
円
（
香
典
返
し
）

●
十
日
町
市
農
業
協
同
組
合
か
ら

交
通
安
全
対
策
の
た
め
、
農
協
生
命

共
済
の
調
整
準
備
金
か
ら
、
◎
道
路

反
射
鏡
…
十
基
◎
デ
エ
リ
ネ
ー
タ
ー

ポ
ー
ル
…
五
十
二
本
◎
モ
ニ
タ
ー
受

信
機
…
五
機
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
二
月
七
日
㈹
　
午
前
十
時
～
正

午
名
ケ
山
の
一
部
　
▼
二
月
十
五

日
㈱
　
午
前
九
時
～
午
後
一
時
　
昭

和
町
一
丁
目
・
二
丁
目
、
高
田
町
一

丁
目
、
泉
町
、
栄
町
、
丸
山
町
、
高

田
町
三
の
西
、
高
田
町
四
丁
目
、
春

日
町
一
丁
目
の
各
一
部
、
高
田
町
二

丁
目
、
高
田
町
三
の
南
、
高
田
町
三

の
東
の
全
部
　
▼
二
月
十
六
日
㈲

午
前
九
時
～
午
後
一
時
土
市
第
二
、

第
四
の
各
一
部
、
土
市
第
丁
第
三
、

細
尾
、
天
池
、
池
之
尻
、
漆
島
の
全

部
　
▼
二
月
十
七
日
働
　
午
前
九
時

～
正
午
　
城
之
古
第
一
の
一
部
、
城

之
古
第
三
、
小
黒
沢
の
全
部

　　　　　　　　程　　　　　　欝　　　　窯　　嚢藤

2月12日（日）日時

午前10時～午後3時

会場　十日町市役所

明日といわず今献血を


